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１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有 

連結（新規）１社 （除外）無  持分法（新規）無 （除外）１社 

 

２．平成 17 年 10 月期第３四半期財務・業績の概況（平成 16 年 11 月１日～平成 17 年７月 31 日） 

（注）本四半期決算短信の数値は、未監査であります。 

（1）経営成績（連結）の進捗状況 （百万円未満切捨）

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
四半期（当期） 

純 利 益 

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％

17 年 10 月期第３四半期 2,766 （ 35.2） 453 （ 10.4） 418 （  8.1） 235 （   4.6）

16 年 10 月期第３四半期 2,045 （ 25.5） 411 （ 30.1） 386 （ 23.5） 224 （  30.8）

（参考）16 年 10 月期 3,093 677 643 391 

 

 
１ 株 当 た り

四半期（当期）純利益

潜 在 株 式 調 整 後

１ 株 当 た り 四 半 期

（ 当 期 ） 純 利 益

 円  銭 円  銭

17 年 10 月期第３四半期 1,018 86 － －

16 年 10 月期第３四半期 3,137 07 － －

（参考）16 年 10 月期 5,359 31 － －

（注） ① 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を記載しております。 

 ② 持分法投資損益 17年10月期第３四半期 △21百万円 16年10月期第３四半期 △21百万円 16年10月期 △30百万円

 ③ 期中平均株式数（連結） 17年10月期第３四半期 231,000株 16年10月期第３四半期 71,708株 16年10月期 73,038株

 ④ 平成 16 年６月 21 日付をもって、普通株式１株を４株に分割しております。16 年 10 月期の期中平均株式数は、分割が期首に行

われたものとして計算しております。 

 ⑤ 平成 17 年２月 21 日付をもって、普通株式１株を３株に分割しております。17 年 10 月期第３四半期の期中平均株式数は、分割

が期首に行われたものとして計算しております。 

 ⑥ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないため、記載しておりません。 

 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期（平成 16 年 11 月１日～平成 17 年７月 31 日）におきまして、当社グループ（当社及び当社の関係会

社）は、経営資源を得意とする分野へ選択し集中することで、付加価値の最大化を図り、モバイル・ネットワーク事

業（携帯電話を中心とする移動体通信関連事業）、ネットワーク・ソリューション事業（大規模データベース連動型

Web サイト構築支援事業）ともに順調に推移し、売上高は前年同期に比べ 35.2％増と大幅に伸長いたしました。 

損益面に関しましては、旺盛な需要に応えるべく、上期に引き続き採用及び教育研修の強化を図るとともに、大手

新規顧客との取引拡大に伴う積極的なリソースの先行投入や大阪支社の拡充、中国市場を開拓するための上海希勝普

楽通信技術有限公司における先行投資、並びに業務提携先ソフトウェアベンダーとの協業体制強化などの先行投資を

積極的に行った結果、前年同期に比べ売上総利益、営業利益、経常利益はそれぞれ微増となりました。 

なお、６月に株式会社 ProVision（以下 ProVision）の第三者割当増資を引き受け、ProVision を連結子会社といた

しました。ProVision は北洋情報システム株式会社の子会社として札幌市において主に組込系のソフトウェア開発を

行っており、当社の連結子会社とすることでモバイル・ネットワーク事業における当社グループの開発体制の強化を

図っております。 

これらの結果、売上高 2,766 百万円（前年同期比 35.2％増）、経常利益 418 百万円（前年同期比 8.1％増）となりま

した。 
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事業部門別営業の概況 

（モバイル・ネットワーク事業） 

モバイル・ネットワーク事業におきましては、事業の中心となる携帯電話において各キャリアによるスーパー３G

と言われる高性能第三世代機の開発が本格的になるとともに、第二世代機から第三世代機への移行が進んでおります。

これらの開発が前連結会計年度から当第３四半期において行われたことで、引き続き旺盛な需要が発生しております。 

しかし、第三世代機の開発が上位機から低価格の普及機中心となるのに伴い、各メーカーは開発費や開発期間の圧

縮などコスト削減を進めてきており、普及機の開発を開発コストが安価な韓国などの海外企業に発注する動きが活発

となってきました。このような日本向けの携帯電話開発経験の浅い海外企業が開発する携帯電話に対し、充分な品質

が確保されているかどうかを確認する必要性が高まった結果、当事業におきましては、品質検証業務が拡大傾向にあ

り、受注が増加してきております。 

また、新機種や新機能の開発に伴う品質検証業務への需要も引き続き旺盛であり、各社が力を入れている国内・海

外両用機の品質検証や高度な機能の品質検証など、豊富な経験と技術が必要な品質検証業務を行えるアウトソーシン

グベンダーが非常に少ないことから、移動体通信キャリアからの当事業部門への受注引き合いは非常に旺盛でありま

した。 

その結果、当事業の売上高は 1,574 百万円（前年同期比 26.1％増）となりました。 

 

（ネットワーク・ソリューション事業） 

ネットワーク・ソリューション事業（大規模データベース連動型 Web サイト開発支援事業）におきましても、堅調

な個人消費をターゲットとした情報サイトや EC サイトを含むポータルサイトの開発が増えており、また、４月に施行

された個人情報保護法に伴うネットワークセキュリティの強化やデータベースにおける個人情報保護の強化などの投

資も引き続き活発な状況であります。 

このような状況の中、マネジメント力の強化によるプロジェクト管理力の向上により、技術者の採用はもちろん、

外注の積極的な活用を行うなどにより旺盛な需要に応えております。 

大阪支社におきましても、当連結会計年度より当事業の業務が本格的に立ち上がるとともに、技術者の採用も進ん

でおり、売上高に貢献してきております。 

このように既存顧客からの引き合いが大きく受注が増加したことに加え、新しい顧客からの受注が順調に進んだこ

とにより、当事業の売上高は 1,191 百万円（前年同期比 49.6％増）となりました。 

 

（2）財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本 株主資本比率 
１ 株 当 た り 

株 主 資 本 

 百万円 百万円 ％ 円  銭

17 年 10 月期第３四半期 5,213 4,399 84.4 19,044 23

16 年 10 月期第３四半期 4,043 3,656 90.4 47,483 92

（参考）16 年 10 月期 4,470 3,821 85.5 49,635 25

（注） 期末発行済株式数（連結） 17年10月期第３四半期 231,000株 16年10月期第３四半期 77,000株 16年10月期 77,000株

 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期における総資産の残高は 5,213 百万円となり、前年同期に比べ 1,169 百万円の増加となりました。こ

の主な要因としましては、株式会社ソフトフロントとの業務・資本提携を目的とした株式取得及びその時価評価等で

投資有価証券が 1,340 百万円増加したことによるものであります。 

当第３四半期における負債残高は 776 百万円となり、前年同期に比べ 389 百万円の増加となりました。この主な要

因としましては、投資有価証券の時価評価に伴う繰延税金負債が 322 百万円増加したこと等によるものであります。 

当第３四半期における株主資本残高は 4,399 百万円となり、前年同期に比べ 742 百万円の増加となりました。この

主な要因としましては、四半期純利益等の増加による利益剰余金 270 百万円の増加、その他有価証券評価差額金 471

百万円の増加によるものであります。 

これらの結果、株主資本比率は前年同期に比べ 6.0 ポイント減少し 84.4％となりました。 

 

（3）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 

期 末 残 高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

17 年 10 月期第３四半期 △  7 △ 531 △ 119 2,231 

16 年 10 月期第３四半期 130 △ 264 2,245 2,905 

（参考）16 年 10 月期 175 △ 320 2,240 2,889 
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［連結キャッシュ・フローの状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期のキャッシュ・フローの状況 

当第３四半期における現金及び現金同等物は、前年同期に比べ 674 百万円減少（前年同期比 23.2％減）し、当第３

四半期末には 2,231 百万円となりました。 

当第３四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益が 418 百万円となりましたが、賞

与引当金の減少 67 百万円、たな卸資産の増加 144 百万円、法人税等の支払額 355 百万円等により、７百万円の支出（前

年同期は 130 百万円の収入）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期の投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の取得による支出が 607 百万円に対し、売却

による収入が 117 百万円等により、531 百万円の支出（前年同期は 264 百万円の支出）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期の財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額 128 百万円等により、119 百万円の支出（前

年同期は 2,245 百万円の収入）となりました。 

 

３．平成 17 年 10 月期の連結業績予想（平成 16 年 11 月１日～平成 17 年 10 月 31 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円

通       期 3,914 782 458 

（参考） １株当たりの予想当期純利益（通期）    1,985 円 79 銭 

 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

携帯電話は、移動体通信キャリアを変更しても電話番号が変わらずにすむ「ナンバーポータビリティ」が実施された

際のシェア確保や拡大を図るため、各移動体通信キャリアが第三世代機の普及を促進するとともに新しい機能の搭載や

新しいサービスの開発に力を入れております。また、高機能端末の開発におきましても、新規開発コストの低減と開発

期間短縮、メーカー間の操作性統一のため、メーカー各社が開発する端末のプラットフォームの共通化なども移動体通

信キャリア主導で進んでおります。現状では NTT ドコモの第三世代機普及率は 30％であることから、これからの数年

で第三世代機への買い替えが進むと考えられることや、国内メーカーが得意としている高機能携帯端末の海外需要拡大

により、国内の携帯電話メーカーの 2005 年度世界出荷台数は、前年度比 10.9％増の 8,100 万台と見込まれ、大きく伸

びることが予想されております。 

このような状況の中、モバイル・ネットワーク事業は、移動体通信キャリアの差別化戦略のキーポイントとなる仕様

設計や開発部分の受注が増加するとともに、海外で開発した端末のキャリア評価業務も発生するなど、旺盛な受注状況

が継続しております。また、高速移動体通信時代に必要とされる新技術や新サービスを保有するソフトウェアベンダー

並びにコンテンツプロバイダーとの積極的な資本提携及び業務提携を行うことにより、受注の拡大に結びついておりま

す。 

ネットワーク・ソリューション事業におきましては、既存顧客からの受注引き合いは引き続き旺盛であるとともに、

大規模なサイトを運営しているエンドユーザー企業からの受注が増加しております。そのような中、インターネット上

で扱うデータを記述するための新しいデータフォーマットであり、専用のサーバーなどの大規模なシステムの設置を行

うことなく、文書からデータまでホームページと同様に扱うことができる XML という Web 技術を使ったシステム開発が

増加しており、当事業におきましては、その開発に必要な資格取得を推進しております。また、積極的な技術者採用と

顧客ニーズをにらんだ教育・資格取得を継続し、更なる顧客満足への取り組みを徹底することで既存顧客との強固な関

係を築きつつ、大手新規顧客との信頼関係の構築にも注力しております。 

このような状況を勘案し、当連結業績の見通しにつきましては、売上高 3,914 百万円、経常利益 782 百万円、当期純

利益 458 百万円を予定しております。また、個別につきましては、売上高 3,604 百万円、経常利益 767 百万円、当期純

利益 447 百万円を予定しております。 

 

※上記の予想は本資料の発表日現在において、入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって

予想数値と異なる場合があります。 
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４．その他参考事項 

当社は、平成 17 年８月９日から平成 17 年８月 15 日の期間において、投資有価証券の一部を売却いたしました。内

容につきましては以下のとおりであります。 

 

（1）売却の目的 

資産の効率化を図るため。 

 

（2）売却額及び売却損益 

売却額    660 百万円 

売却益    381 百万円 

 

（3）今後の見通し 

今回の売却により特別利益を計上いたしますが、業績予想につきましては、今後様々な要因によって異なる

場合があるため、見通しがつき次第別途開示する予定であります。 
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５．四半期連結財務諸表 

（1）四半期連結貸借対照表 

当四半期 

(平成17年10月期 

第３四半期末) 

前年同四半期 

(平成16年10月期 

第３四半期末) 

増 減 
（参考） 

平成16年10月期 
科  目 

金額（千円） 
構成比

（％）
金額（千円）

構成比

（％）
金額（千円） 増減率 金額（千円）

構成比

（％）

（資産の部）   

Ⅰ 流動資産   

１．現金及び預金 2,231,667 2,905,763  2,889,811

２．受取手形及び売掛金 783,030 479,368  855,604

３．たな卸資産 172,745 56,686  28,360

４．繰延税金資産 33,379 38,985  78,789

５．その他 100,949 64,386  68,176

流動資産合計 3,321,771 63.7 3,545,191 87.7 △223,419 △6.3 3,920,742 87.7

Ⅱ 固定資産   

１．有形固定資産 90,164 1.7 73,159 1.8 17,005 23.2 72,690 1.6

２．無形固定資産 23,896 0.5 22,849 0.6 1,046 4.6 23,000 0.5

３．投資その他の資産   

（1）投資有価証券 1,568,401 227,792  290,628

（2）長期貸付金 41,843 37,973  34,701

（3）敷金 149,892 111,035  111,032

（4）繰延税金資産 － 3,787  492

（5）その他 1,821 3,283  2,572

投資その他の資産合計 1,761,959 33.8 383,872 9.5 1,378,087 359.0 439,427 9.8

固定資産合計 1,876,021 36.0 479,881 11.9 1,396,139 290.9 535,118 11.9

Ⅲ 繰延資産 15,362 0.3 18,105 0.4 △2,743 △15.2 15,035 0.4

資産合計 5,213,155 100.0 4,043,178 100.0 1,169,976 28.9 4,470,896 100.0
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当四半期 

(平成17年10月期 

第３四半期末) 

前年同四半期 

(平成16年10月期 

第３四半期末) 

増 減 
（参考） 

平成16年10月期 
科  目 

金額（千円） 
構成比

（％）
金額（千円）

構成比

（％）
金額（千円） 増減率 金額（千円）

構成比

（％）

（負債の部）    

Ⅰ 流動負債    

１．買掛金 70,613 30,743  58,703

２．短期借入金 － 7,455  3,270

３．未払費用 200,765 136,025  162,810

４．未払法人税等 8,620 30,702  185,177

５．賞与引当金 77,912 85,290  145,013

６．その他 92,303 93,790  91,096

流動負債合計 450,214 8.6 384,007 9.5 66,207 17.2 646,071 14.4

Ⅱ 固定負債    

１．預り敷金 2,910 2,910  2,910

２．繰延税金負債 322,949 －  －

固定負債合計 325,859 6.3 2,910 0.1 322,949 11,097.9 2,910 0.1

負債合計 776,073 14.9 386,917 9.6 389,156 100.6 648,981 14.5

（少数株主持分）    

少数株主持分 37,865 0.7 － － 37,865 － － －

（資本の部）    

Ⅰ 資本金 1,513,750 29.1 1,513,750 37.4 － － 1,513,750 33.9

Ⅱ 資本剰余金 1,428,314 27.4 1,428,314 35.3 － － 1,428,314 31.9

Ⅲ 利益剰余金 984,842 18.9 713,906 17.7 270,936 38.0 880,386 19.7

Ⅳ その他有価証券評価差額

金 
471,381 9.0 － － 471,381 － △720 △0.0

Ⅴ 為替換算調整勘定 928 0.0 291 0.0 637 219.0 183 0.0

資本合計 4,399,216 84.4 3,656,261 90.4 742,954 20.3 3,821,914 85.5

負債、少数株主持分及び

資本合計 
5,213,155 100.0 4,043,178 100.0 1,169,976 28.9 4,470,896 100.0
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 （2）四半期連結損益計算書 

当四半期 

(平成17年10月期 

第３四半期) 

前年同四半期 

(平成16年10月期 

第３四半期) 

増 減 
（参考） 

平成16年10月期 
科  目 

金額（千円） 
構成比

（％）
金額（千円）

構成比

（％）
金額（千円） 増減率 金額（千円）

構成比

（％）

Ⅰ 売上高 2,766,533 100.0 2,045,755 100.0 720,777 35.2 3,093,934 100.0

Ⅱ 売上原価 1,865,084 67.4 1,283,044 62.7 582,039 45.4 1,955,004 63.2

売上総利益 901,448 32.6 762,710 37.3 138,737 18.2 1,138,929 36.8

Ⅲ 販売費及び一般管理費 447,575 16.2 351,623 17.2 95,951 27.3 461,384 14.9

営業利益 453,872 16.4 411,087 20.1 42,785 10.4 677,545 21.9

Ⅳ 営業外収益   

１．受取利息 1,091 281  753

２．受取配当金 1,200 1,400  1,400

３．受取賃料  2,725 3,357  4,476

４．投資有価証券売却益 3,147 3,166  3,166

５．その他 855 356  666

営業外収益計 9,020 0.3 8,562 0.4 457 5.3 10,464 0.3

Ⅴ 営業外費用   

１．支払利息 7 1,662  1,686

２．新株発行費償却 8,209 9,336  12,406

３．上場費用 13,160 －  －

４．持分法による投資損失 21,540 21,400  30,484

５．その他 1,875 401  271

営業外費用計 44,792 1.6 32,800 1.6 11,992 36.6 44,849 1.4

経常利益 418,100 15.1 386,849 18.9 31,251 8.1 643,160 20.8

Ⅵ 特別利益   

１．投資有価証券売却益 10,603 30,396  30,396

２．持分変動利益 － －  19,300

３．貸倒引当金戻入益 － 567  567

特別利益計 10,603 0.4 30,963 1.5 △20,359 △65.8 50,264 1.6

Ⅶ 特別損失   

１．固定資産売却損 － 474  472

２．固定資産除却損 － 1,557  1,557

３．投資有価証券評価損 － 9,330  －

４．過年度源泉税 9,711 －  －

５．持株変動損失 460 －  －

特別損失計 10,171 0.4 11,361 0.5 △1,190 △10.5 2,030 0.1

税金等調整前四半期

(当期)純利益 
418,533 15.1 406,451 19.9 12,081 3.0 691,394 22.3

法人税、住民税及び事 

業税 
140,432 5.1 159,250 7.8 △18,818 △11.8 313,728 10.1

法人税等調整額 45,340 1.6 26,698 1.3 18,641 69.8 △9,316 △0.3

少数株主損失 2,594 0.1 4,450 0.2 1,856 － 4,450 0.1

四半期(当期)純利益 235,355 8.5 224,952 11.0 10,402 4.6 391,433 12.6
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（3）四半期連結剰余金計算書 

当四半期 

(平成17年10月期 

第３四半期) 

前年同四半期 

(平成16年10月期 

第３四半期) 

増 減 
（参考） 

平成16年10月期 
科  目 

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円） 金額（千円） 

（資本剰余金の部）  

Ⅰ 資本剰余金期首残高 1,428,314 245,314 1,183,000 245,314

Ⅱ 資本剰余金増加高  

増資による新株の発行 － 1,183,000 △1,183,000 1,183,000

Ⅲ 資本剰余金四半期末 

（期末）残高 
1,428,314 1,428,314 － 1,428,314

  

（利益剰余金の部）  

Ⅰ 利益剰余金期首残高 880,386 581,078 299,308 581,078

Ⅱ 利益剰余金増加高  

四半期（当期）純利益 235,355 224,952 10,402 391,433

Ⅲ 利益剰余金減少高  

配当金 130,900 92,125 38,775 92,125

Ⅳ 利益剰余金四半期末 

（期末）残高 
984,842 713,906 270,936 880,386
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（4）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 
当四半期 

(平成17年10月期 

第３四半期) 

前年同四半期 

(平成16年10月期 

第３四半期) 

（参考） 

平成16年10月期 

区分 金額（千円） 金額（千円） 金額（千円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

１．税金等調整前四半期（当期）純利益 418,533 406,451 691,394

２．減価償却費 28,140 17,172 29,792

３．連結調整勘定償却額 2,433 878 1,689

４．貸倒引当金の減少額 － △567 △567

５．賞与引当金の減少額 △67,101 △64,156 △4,433

６．受取利息及び受取配当金 △2,292 △1,682 △2,154

７．支払利息 7 1,662 1,686

８．持分法による投資損失 21,540 21,400 30,484

９．新株発行費償却 8,209 9,336 12,406

10．固定資産除却損 － 1,557 1,557

11．投資有価証券売却益 △13,751 △33,563 △33,563

12．投資有価証券評価損 － 9,330 －

13．持分変動損益 460 － △19,300

14．売上債権の増減額 72,574 63,830 △312,404

15．たな卸資産の増加額 △144,384 △30,301 △1,975

16．仕入債務の増減額 11,909 △11,515 16,444

17．未払金の増減額 △9,233 1,363 8,871

18．未払費用の増加額 37,955 26,770 53,555

19．未払消費税等の増減額 △20,175 △7,911 8,416

20．その他 749 20,037 △7,095

小計 345,575 430,093 474,805

21．利息及び配当金の受取額 2,234 1,905 2,212

22．利息の支払額 △4 △1,644 △1,672

23．法人税等の支払額 △355,674 △300,020 △300,023

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,868 130,333 175,322
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当四半期 

(平成17年10月期 

第３四半期) 

前年同四半期 

(平成16年10月期 

第３四半期) 

（参考） 

平成16年10月期 

区分 金額（千円） 金額（千円） 金額（千円） 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

１．有形固定資産の取得による支出 △34,818 △64,956 △75,591

２．有形固定資産の売却による収入 － 10 10

３．無形固定資産の取得による支出 △4,967 △4,883 △6,380

４．貸付による支出 △20,000 △74,969 △74,969

５．貸付金の回収による収入 37,482 1,004 1,135

６．投資有価証券の取得による支出 △607,600 △204,897 △259,400

７．投資有価証券の売却による収入 117,650 160,563 170,563

８．新規連結子会社の取得による収入 20,000 103 103

９．関係会社出資金の取得による支出 － △12,032 △12,032

10．敷金の差入による支出 △40,751 △99,140 △99,140

11．敷金の解約による収入 1,891 32,137 32,137

12．預り敷金の受入による収入 － 2,910 2,910

投資活動によるキャッシュ・フロー △531,113 △264,152 △320,655

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

１．長期借入金の返済による支出 △3,270 △12,555 △16,740

２．株式の発行による収入 － 2,348,746 2,348,746

３．配当金の支払額 △128,174 △91,172 △91,621

４．少数株主からの出資による収入 20,000 － －

５．株式分割による支出 △8,536 － －

財務活動によるキャッシュ・フロー △119,981 2,245,019 2,240,385

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 820 160 356

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 △658,143 2,111,361 2,095,409

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 2,889,811 809,402 809,402

Ⅶ 会社分割に伴う現金及び現金同等物 

の減少 
－ △15,000 △15,000

Ⅷ 現金及び現金同等物の期末残高 2,231,667 2,905,763 2,889,811
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 平成 17 年 10 月期  第３四半期財務・業績の概況（個別） 

平成 17 年９月６日

上場会社名 株式会社システムプロ （コード番号：2317 東証２部） 

（ＵＲＬ http://www.systempro.co.jp ）  

問合せ先 代表者役職 ・ 氏名 代 表 取 締 役 社 長 逸 見 愛 親  Ｔ Ｅ Ｌ：（0 4 5） 6 4 0－ 1 4 0 1 

 責任者役職 ・ 氏名 取締役管理本部長 国 分 靖 哲     

 

 

１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無 

② 最近事業年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

 

２．平成 17 年 10 月期第３四半期の業績概況（平成 16 年 11 月１日～平成 17 年７月 31 日） 

（注）本四半期決算短信の数値は、未監査であります。 

（1）経営成績（個別）の進捗状況 （百万円未満切捨）

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
四半期（当期） 

純 利 益 

 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％

17 年 10 月期第３四半期 2,616 （  32.4） 441  （  7.7）  438 （   6.5）  247 （   0.8）

16 年 10 月期第３四半期 1,976 （  21.8）   410 （  22.8）  411 （  22.9）  245 （  26.8）

（参考）16 年 10 月期 3,000 677 678 403 

 

 
１ 株 当 た り

四半期（当期）純利益

潜 在 株 式 調 整 後

１ 株 当 た り 四 半 期

（ 当 期 ） 純 利 益

 円  銭 円  銭

17 年 10 月期第３四半期 1,070 76 － －

16 年 10 月期第３四半期 3,423 67 － －

（参考）16 年 10 月期 5,526 42 － －

（注） ① 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を記載しております。 

 ② 期中平均株式数 17年10月期第３四半期 231,000株 16年10月期第３四半期 71,708株 16年10月期 73,038株

 ③ 平成 16 年６月 21 日付をもって、普通株式１株を４株に分割しております。16 年 10 月期の期中平均株式数は、分割が期首に

行われたものとして計算しております。 

 ④ 平成 17 年２月 21 日付をもって、普通株式１株を３株に分割しております。17 年 10 月期第３四半期の期中平均株式数は、分

割が期首に行われたものとして計算しております。 

 ⑤ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないため、記載しておりません。 

 

（2）財政状態（個別）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本 株主資本比率 
１ 株 当 た り 

株 主 資 本 

 百万円 百万円 ％ 円  銭

17 年 10 月期第３四半期 5,186 4,444 85.7 19,239 57

16 年 10 月期第３四半期 4,075 3,698 90.8 48,030 90

（参考）16 年 10 月期 4,486 3,855 85.9 50,075 24

（注） 期末発行済株式数 17年10月期第３四半期 231,000株 16年10月期第３四半期 77,000株 16年10月期 77,000株

 

３．平成 17 年 10 月期の業績予想（平成 16 年 11 月１日～平成 17 年 10 月 31 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円

通       期 3,604 767 447 

（参考） １株当たりの予想当期純利益（通期）    1,935 円 85 銭 

 

※上記の予想は本資料の発表日現在において、入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予

想数値と異なる場合があります。 
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４．四半期財務諸表 

（1）四半期貸借対照表 

当四半期 

(平成17年10月期 

第３四半期末) 

前年同四半期 

(平成16年10月期 

第３四半期末) 

増 減 
（参考） 

平成16年10月期 
科  目 

金額（千円）
構成比

（％）
金額（千円）

構成比

（％）
金額（千円） 増減率 金額（千円）

構成比

（％）

（資産の部）   

Ⅰ 流動資産   

１．現金及び預金 2,091,950 2,858,866  2,836,245

２．受取手形 － 5,200  2,600

３．売掛金 748,183 461,782  841,973

４．たな卸資産 174,388 57,042  27,771

５．繰延税金資産 29,469 38,985  78,789

６．その他 94,465 61,686  65,093

流動資産合計 3,138,456 60.5 3,483,564 85.5 △345,107 △9.9 3,852,473 85.9

Ⅱ 固定資産   

１．有形固定資産 81,850 1.6 65,968 1.6 15,881 24.1 65,447 1.5

２．無形固定資産 11,467 0.2 6,544 0.2 4,923 75.2 7,536 0.2

３．投資その他の資産   

（1）投資有価証券 1,537,000 150,670  203,290

（2）関係会社株式 163,522 148,522  148,522

（3）関係会社出資金  46,852 46,852  46,852

（4）敷金 148,712 110,523  110,523

（5）繰延税金資産 － 3,787  492

（6）その他 43,285 40,527  36,632

投資その他の資産合計 1,939,373 37.4 500,884 12.3 1,438,488 287.2 546,314 12.1

固定資産合計 2,032,691 39.2 573,398 14.1 1,459,293 254.5 619,298 13.8

Ⅲ 繰延資産 15,362 0.3 18,105 0.4 △2,743 △15.2 15,035 0.3

資産合計 5,186,510 100.0 4,075,067 100.0 1,111,442 27.3 4,486,807 100.0
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当四半期 

(平成17年10月期 

第３四半期末) 

前年同四半期 

(平成16年10月期 

第３四半期末) 

増 減 
（参考） 

平成16年10月期 
科  目 

金額（千円）
構成比

（％）
金額（千円）

構成比

（％）
金額（千円） 増減率 金額（千円）

構成比

（％）

（負債の部）   

Ⅰ 流動負債   

１．買掛金 78,598 38,889  70,994

２．短期借入金 － 7,455  3,270

３．未払費用 173,773 122,125  145,505

４．未払法人税等 － 30,567  184,998

５．賞与引当金 70,828 85,110  139,463

６．その他 81,510 86,720  80,961

流動負債合計 404,711 7.8 370,868 9.1 33,842 9.1 625,193 14.0

Ⅱ 固定負債   

１．繰延税金負債 322,949 －  －

２．預り敷金 14,508 5,820  5,820

固定負債合計 337,457 6.5 5,820 0.1 331,637 5,698.2 5,820 0.1

負債合計 742,168 14.3 376,688 9.2 365,480 97.0 631,013 14.1

（資本の部）   

Ⅰ 資本金 1,513,750 29.2 1,513,750 37.1 － － 1,513,750 33.7

Ⅱ 資本剰余金 1,428,314 27.5 1,428,314 35.1 － － 1,428,314 31.8

Ⅲ 利益剰余金 1,030,896 19.9 756,315 18.6 274,581 36.3 914,450 20.4

Ⅳ その他有価証券評価差額

金 
471,381 9.1 － － 471,381 － △720 △0.0

資本合計 4,444,341 85.7 3,698,379 90.8 745,962 20.2 3,855,793 85.9

負債・資本合計 5,186,510 100.0 4,075,067 100.0 1,111,442 27.3 4,486,807 100.0
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（2）四半期損益計算書 

当四半期 

(平成17年10月期 

第３四半期) 

前年同四半期 

(平成16年10月期 

第３四半期) 

増 減 
（参考） 

平成16年10月期 
科  目 

金額（千円） 
構成比

（％）
金額（千円）

構成比

（％）
金額（千円） 増減率 金額（千円）

構成比

（％）

Ⅰ 売上高 2,616,818 100.0 1,976,434 100.0 640,383 32.4 3,000,600 100.0

Ⅱ 売上原価 1,771,095 67.7 1,245,282 63.0 525,813 42.2 1,902,231 63.4

売上総利益 845,722 32.3 731,152 37.0 114,570 15.7 1,098,369 36.6

Ⅲ 販売費及び一般管理費 403,860 15.4 320,857 16.2 83,003 25.9 420,592 14.0

営業利益 441,862 16.9 410,295 20.8 31,566 7.7 677,776 22.6

Ⅳ 営業外収益   

１．受取利息 1,073 316  779

２．受取配当金 1,200 1,400  1,400

３．投資有価証券売却益 3,147 3,166  3,166

４．受取賃料 8,021 6,714  8,952

５．受取手数料 3,868 －  －

６．その他 587 356  494

営業外収益計 17,899 0.6 11,955 0.6 5,944 49.7 14,792 0.5

Ⅴ 営業外費用   

１．支払利息 7 1,662  1,686

２．新株発行費償却 8,209 9,336  12,406

３．株式上場費用 13,160 －  －

４．その他 265 －  2

営業外費用計 21,641 0.8 10,998 0.6 10,643 96.8 14,095 0.5

経常利益 438,119 16.7 411,252 20.8 26,867 6.5 678,474 22.6

Ⅵ 特別利益   

１．関係会社株式売却益 － 30,396  30,396

２．貸倒引当金戻入益 － 557  557

特別利益計 － － 30,954 1.6 △30,954 － 30,954 1.0

Ⅶ 特別損失   

１．固定資産売却損 － 1,557  1,557

２．投資有価証券評価損 － 9,330  －

３．過年度源泉税 9,711 －  －

特別損失計 9,711 0.3 10,887 0.6 △1,176 △10.8 1,557 0.0

税引前四半期(当期)純

利益 
428,408 16.4 431,319 21.8 △2,910 △0.7 707,871 23.6

法人税、住民税及び事

業税 
131,811 5.0 159,115 8.0 △27,303 △17.2 313,548 10.4

法人税等調整額 49,250 1.9 26,698 1.4 22,551 84.5 △9,316 △0.3

四半期（当期）純利益 247,346 9.5 245,504 12.4 1,841 0.8 403,639 13.5

前期繰越利益 783,200 510,460 272,739  510,460

四半期(当期)未処分利

益 
1,030,546 755,965 274,581  914,100
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